
行
財
政
改
革
の
推
進
に
お
い

て
、
コ
ス
ト
削
減
や
効
率
性
の
追

求
は
当
然
必
要
だ
が
、
そ
の
一
方

で
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
、

或
い
は
市
内
の
周
辺
部
地
域
に
対

す
る
配
慮
な
ど
、
生
活
弱
者
や
地

域
格
差
、
公
共
性
な
ど
に
つ
い
て

十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
ら
を
守
っ
て
い
く
の
が

地
方
自
治
体
の
役
割
で
あ
り
、
そ

れ
を
い
か
に
効
率
よ
く
や
る
か
と

い
う
視
点
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
る
市
税

に
つ
い
て
は
、
納
税
者
間
の
公
正

性
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
真
面

目
な
納
税
者
の
た
め
に
き
ち
ん
と

対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
担
当
者
任

せ
で
は
な
し
に
市
全
体
の
問
題
と

位
置
づ
け
、
収
納
対
策
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

行
財
政
改
革
大
綱
素
案
は
、
雲

南
市
の
行
財
政
改
革
の
指
針
と
な

る
も
の
で
、「
市
民
が
主
役
の
自

治
」
を
改
革
の
基
本
理
念
と
し
、

「
市
民
の
総
力
の
結
集
と
職
員
の

意
識
改
革
」、「
情
報
公
開
の
徹

底
」、「
財
政
の
健
全
化
」
の
3
つ

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
改
革
の
基
本
施
策
に

は
、
次
の
5
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

●
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

●
市
民
本
位
の
視
点
で
サ
ー
ビ
ス

を
見
直
し
ま
す
。

●
適
正
な
財
源
確
保
に
努
め
、
将

来
に
向
け
て
、
継
続
可
能
な
財

政
運
営
を
行
い
ま
す
。

●
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
行

政
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

●
行
政
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
め

ざ
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
回
の
答
申
を
受
け
、

雲
南
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部

（
本
部
長
・
速
水
市
長
）
に
お
い

て
行
財
政
改
革
大
綱
を
決
定
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
こ
の
大
綱
に
基

づ
く
改
革
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。な

お
、
雲
南
市
行
財
政
改
革
大

綱
は
、
4
月
以
降
、
雲
南
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
の
ほ

か
、
市
役
所
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

ー
聖
域
を
設
け
ず
決
断
力
を
も
っ
て
迅
速
に
取
り
組
み
ま
す

し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
掛
合
統
合

小
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
開
校
に
向
け
た
学
校
運
営
方

針
や
、
校
章
・
校
歌
等
の
準
備
に

も
着
手
し
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
に
つ
い
て

私
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
」
や
、「
ふ

る
さ
と
の
よ
さ
」
を
今
一
度
見
つ

め
直
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
共
に
実
践
で

き
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
推
進

し
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

は
18
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
参
考
に

し
、
今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う
関

係
部
局
と
連
携
を
図
り
、
検
討
し

ま
す
。

◆
人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
は
、「
人
権
施
策

推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
人
権
教
育

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

は
、
公
募
に
よ
り
参
加
さ
れ
た
市

民
を
含
め
15
名
（
内
女
性
９
名
）

で
構
成
さ
れ
る
策
定
委
員
を
中
心

に
、
平
成
18
年
度
末
の
策
定
に
向

け
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

◆
国
際
交
流
に
つ
い
て

市
内
で
国
際
交
流
・
文
化
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
で
組

織
さ
れ
る
「
雲
南
市
国
際
交
流
協

会
」
を
立
ち
上
げ
、
団
体
間
の
連

携
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
な
る
国
際

交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
雲
南

地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は
、
韓
国

オ
ン
ヌ
リ
国
楽
芸
術
団
の
公
演
を

計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

◆
企
業
振
興
に
つ
い
て

昨
年
の
設
立
以
来
、
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
の
企
業
、

事
業
所
の
訪
問
活
動
を
展
開
し
、

個
々
の
企
業
の
課
題
、
要
望
を
諸

機
関
等
と
協
議
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
経
営

所
得
安
定
対
策
は
、
地
域
ぐ
る
み

の
共
同
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
地
域
の
皆
様

へ
具
体
的

内
容
の
周

知
を
行
っ

て
い
き
ま

す
。畜

産
振

興
に
つ
い

て
は
、
吉

田
町
上
山
地
区
に
お
い
て
100
頭
規

模
の
繁
殖
和
牛
の
牛
舎
を
、
木
次

町
宇
山
地
内
に
お
い
て
は
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る

ほ
か
、
平
成
19
年
秋
に
鳥
取
県
で

開
催
さ
れ
る
第
９
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
へ
、
優
良
牛
を
出
品
す

る
た
め
、
雲
南
市
出
品
対
策
協
議

会
を
設
立
し
、
関
係
者
及
び
団
体

が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
大
原
地
区
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、平
成
18

年
度
よ
り
６
か
年
、
約
15
億
円
を

か
け
実
施
す
る
ほ
か
、「
加
茂
西

地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
」
に
よ
る
圃
場
整
備
や
掛
合
町

内
の
飯
石
広
域
農
道
か
ら
三
刀
屋

町
根
波
別
所
地
区
へ
通
じ
る
路
線

（
萱
野
根
波
線
）
の
農
道
整
備
事

業
に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
体
制

◆
行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

市
民
代
表
と
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
「
雲
南
市
行
財
政
改
革
推

進
会
議
」
に
対
し
素
案
を
諮
問
し
、

先
般
、
答
申
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
民
本
位
・
成

果
重
視
の
行
政
運
営
を
目
的
と
し

た
行
政
評
価
制
度
の
導
入
準
備
、

協
働
の
自
治
の
推
進
の
た
め
の
市

民
と
行
政
の
役
割
分
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
、
類
似
団
体
と

比
較
し
て
多
額
で
あ
る
補
助
費
等

の
抑
制
に
向
け
た
補
助
金
交
付
基

準
の
策
定
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
向
け
た
施
設
使
用
料
の
見
直

し
及
び
減
免
基
準
の
統
一
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
電
子
自
治
体
推
進
に
つ
い
て

昨
年
実
施
し
た
雲
南
市
ふ
る
さ

と
通
貨
・
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
利
活
用
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

◆
不
均
一
課
税
の
解
消
に
つ
い
て

合
併
特
例
法
の
規
定
を
適
用
し

て
不
均
一
課
税
と
し
て
い
る
法
人

税
（
法
人
税
割
）、
固
定
資
産
税

の
税
率
に
つ
い
て
は
、
公
正
･
公

平
な
住
民
負
担
の
観
点
や
、
社
会

経
済
の
情
勢
、
住
民
負
担
・
企
業

負
担
の
適
否
、
新
市
建
設
計
画
を

具
体
化
す
る
財
政
計
画
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
平
成
19
年
４
月
実

施
を
目
標
に
税
率
の
統
一
を
図
り

ま
す
。

終
わ
り
に
、
雲
南
市
の
将
来
は
、

行
財
政
改
革
の
成
否
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
改
革
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
、「
生
命
と
神
話
が

息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
の
実
現
が
可
能
で
あ
る

と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
所
信

の
一
端
を
申
し
述
べ
、
平
成
18
年

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。

平
成
18
年
　
３
月
６
日

雲
南
市
長
　
速
水
　
雄
一

多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
が
発
展
す
る
ま
ち

委
員
か
ら
の
意
見
要
旨

第
4
回
雲
南
市
行
財

政
改
革
推
進
会
議

第
4
回
雲
南
市
行
財

政
改
革
推
進
会
議

行
財
政
改
革
大
網
案

行
財
政
改
革
大
網
案

2月24日、本年度最終となる第4回雲南市行財政改革推進会議
が木次総合センターで開催され、行財政改革大綱答申に係る取
りまとめが行われました。
そして、3月1日、市役所で行財政改革推進会議の保

ほ

母
ぼ

武
たけ

彦
ひこ

会
長から答申書が、速水市長に手渡されました。
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